
小学部低学年児童における
要求言語を自発的に言うための指導

事例研究報告
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児童・生徒の実態
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・小学部児童、知的障がい

・発達年齢 ２歳６か月

・イラストや写真カードで提示した全日スケジュール
を見て、教員に見守られながら活動することができる。
・困ったときは、「アレ？」と言ったり、教員を見つ
めたりすることで援助要求を伝える。
・語尾など一音ずつの発語や復唱が出てきた。身振り
や指差しなどと、「ア、テ」などの発声で伝える。
・平仮名の清音をほとんど読むことができる。



保護者の願い

教員の願い
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・ことばでコミュニケーションが取れるようになっ
てほしい。

・ことばでやりとりする機会を増やしたい。

→単語で要求を伝えることができるようになってほ
しい。
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アドバイザーからの助言

・名詞の語彙の受容と表出の実態を把握する。
・音声模倣がどれくらいできるか実態を把握する。
・「かして」と自発できるか確認する。

・AI-PACの教材「名詞リスト」を活用し、「身の回りのも
の」と「初級」の名詞について実態把握を行った。
・「かして」と自発できるか確認し、１文字ずつの音声模倣で
「か」「し」「て」と言うことができた。



名詞リスト（身の周りのもの）

名詞リスト（身の周
り）の記録における
「タクト」は、教員
の音声模倣に応じて
得られた発語の記録。
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実態把握



名詞リスト（初級）

名詞リスト（初級）の記録における
「タクト」は、教員の音声模倣に応じて
得られた発語の記録。
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名詞リスト（初級） 7



名詞リスト（初級）
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実態把握後のアドバイザーからの助言

・要求言語から伸ばすことが有効。
・色々な場面で使える言葉を教えていくことが大切。
→本児が言いやすく、使えそうな言葉は何か？

・言葉をまずは１つに決めて取り組むことがよい。
・手の届かない場所におもちゃを並べておく、かたはめで足りな
いピースを作る等１日のうちに何度も要求する機会を設定する。
・音声プロンプトはフェーディングしにくいため、イラストと文
字のある発語プロンプトのカードを作成する。

○おもちゃ等が欲しいときに「ちょうだい」と言うことができる。
○対面課題においてパズルのピースが足りないときに「ちょうだ
い」と言うことができる。

の２点を標的行動として指導を行うこととした。
・なお、用途や汎用性の高さから「かして」から「ちょうだい」
に変更した。



指導の手続き
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①おもちゃを手の届かない場所に置く。
②「ちょうだい」と書かれたプロンプトのカードを提示
し、言うよう促す。指導初期は音声プロンプトも行う。
徐々にフェーディングしていく。
③言うことができたらおもちゃやパズルのピースを手渡
し、賞賛する。

④この手続きを機会に応じて繰り返す。

指導目標

おもちゃやパズルのピースが欲しいときに「ちょうだ
い」と言うことができる。



環境設定
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プロンプトカード

手の届かない場所
に置いたおもちゃ

おもちゃ
（一例）

パズル



記録方法

おもちゃ等が欲しいときに
「ちょうだい」と言うことができる。

指導目標

自発的に「ちょうだい」と言うことができた。＋

プロンプトカードの文字や、語頭を聞いて
「ちょうだい」と言うことができた。

P

「ちょうだい」と言うことができなかった。
全ての文字に音声プロンプトを必要とした。

－
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記録
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指導前は、要求
言語はなく、棚
から取っても
らったおもちゃ
やピースを無言
で取ろうとして
いた。



指導の成果
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・「ちょうだい」の文字を読んだり、音声プロン
プトで言えたりする回数が増えた。徐々に発語プ
ロンプトカードの文字の指さしのみに移行し、お
もちゃやピースを見せるだけでも１文字ずつでは
あるが、言うことができた。

・設定された場面以外でも、ボールが欲しい、水
筒が欲しい、ヒモが欲しい等様々な場面で「ちょ
うだい」と言うことができた。

・家庭にも「ちょうだい」カードを持ち帰っても
らい、何度かカードなしでも言えることができた。



ここが成功のポイント
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・「ちょうだい」と言うことで目の前にある欲し
いおもちゃやピースがすぐに手に入ることが本児
に理解しやすかった。

・遊びと対面学習等の場面で定期的に取り組むこ
とができたことに加え、「ちょうだい」という汎
用性の高い言葉であったため、１日に複数回の学
習をすることができた。
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今後の展開としてアドバイザーからの助言

・「ちょ・う・だ・い」と１文字ずつ区切って言っているので、
言えたときに「『ちょうだい』言えたね！」等、より流暢に真似
して言うことができるように、音同士がつながったなめらかな言
い方で返してあげる。

・２語文の練習として、かたはめパズルで形が独立しているもの
を使用し、「もも ちょうだい」「バナナ ちょうだい」等で練
習することができる。

〈２語文に発展の前段階として、言える単語を増やすために…〉
・平仮名をある程度読むことができ、好きそうなので、文字を
使って単語を教えることもできる。
例１：モノと文字のマッチング
例２：フラッシュカードのように、はじめに文字、読めたら裏返
してイラストを見せて覚える。各回３～５単語で行い、そのうち
知っている単語も１～２枚入れる。
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今後の展開としてアドバイザーからの助言

〈「ちょうだい」の次に指導する言葉として…〉

・「てつだって」は分かりづらい。 「あけて」は分かりやすい。
動詞は混ざりやすく、覚えた「ちょうだい」と混ざる可能性があ
るため、指導する場合は、場面と教材を変えることが大切。
「ねーねー」「せんせい」等、人を呼ぶ言葉も分かりやすい。言
うことができたら「『せんせい』だね。呼べたね。」等とほめる。
段階的に取り組み、行動を連続させる。
例：（１段階）パズルのピースを瓶に入れて渡す。「あけて」と
言うことができたら、ピースを見せる。「ちょうだい」と言えた
らピースを渡す。（２段階）後ろを向いた教員に「せんせい」と
呼びかける。パズルのピースを瓶に入れて渡す。「あけて」と言
うことができたら、ピースを見せる。「ちょうだい」と言えたら
ピースを渡す。


